
涌 監 第 ３ ３ 号

平成３０年８月３１日

涌谷町長 大 橋 信 夫 殿

涌谷町監査委員 遠 藤 要之助

同 後 藤 洋 一

平成２９年度涌谷町水道事業会計、涌谷町国民健康保険病院事業

会計、涌谷町老人保健施設事業会計及び涌谷町訪問看護ステー

ション事業会計に係る決算審査報告書

地方公営企業法第３０条第２項の規定により、審査に付された平成２９年度

涌谷町水道事業会計決算、平成２９年度涌谷町国民健康保険病院事業会計決算、

平成２９年度涌谷町老人保健施設事業会計決算及び平成２９年度涌谷町訪問看

護ステーション事業会計決算の証書類、報告書、損益計算書、剰余金計算書、

剰余金処分計算書、欠損金処分計算書及び貸借対照表を審査したので、次のと

おり意見を付して提出します。
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１ 審査の対象

（１）平成２９年度 涌谷町水道事業会計決算

（２）平成２９年度 涌谷町国民健康保険病院事業会計決算

（３）平成２９年度 涌谷町老人保健施設事業会計決算

（４）平成２９年度 涌谷町訪問看護ステーション事業会計決算

２ 審査の期間

平成３０年６月６日（水）、７日（木）、１１日（月）

実質審査期間 ３日間

３ 審査の手続

平成３０年６月４日、審査に付された平成２９年度決算書類及び事業並び

に経営状況が適正であるかどうかを審査するため、事業実施状況、財政関係

諸帳票、証拠書類等を精査し、必要と思われる諸資料を提出させ、責任者よ

り聴取するとともに、町の監査基準に基づき、下記の点に重点を置き、通常

行われる審査手続きで実施した。

４ 審査の重点事項

（１）水道事業会計

ア 給水状況

イ 工事の概要

ウ 収支の状況

（２）国民健康保険病院事業会計

ア 患者数の動向

イ 収益的収入及び支出

ウ 資本的収入及び支出

エ 従事職員体制

オ 補助金、負担金

カ 棚卸し状況

キ 備品（医療機器等）の管理状況

（３）老人保健施設事業会計

ア 利用者の動向

イ 収益的収入及び支出

ウ 資本的収入及び支出

エ 従事職員体制

（４）訪問看護ステーション事業会計

ア 利用者の動向

イ 収益的収入及び支出

ウ 従事職員体制
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５ 審査の結果

（１）水道事業会計

ア 給水状況

年度末における給水人口は、１５，９７１人（前年度比２４９人減、

１．５％減）で、給水戸数は５，９９５戸（前年度比１戸増、微増）、年

間配水量については、１，５６３，０５８㎥（前年度比１０，３８２㎥

減、０．７％減）となり、年間有収水量については、１，３２３，３２

１㎥（前年度比９，３１５㎥減、０．７％減）であったが、有収率は、

前年度と同率の８４．７％となった。

当年度の１㎥当たりの供給単価は、２９０円０３銭（前年度比３３銭

増）で、１㎥当たりの給水原価は、２９１円４０銭（前年度比８円３１

銭増）となり、供給単価との差額は、１円３７銭の赤字供給であった。

○業務量

○水道単価及び有収率の推移

増減率（％）

行 政 区 域 内 人 口 16,908 人 16,728 人 16,485 人 △ 243 人 △ 1.5

年 度 末 給 水 人 口 16,402 人 16,220 人 15,971 人 △ 249 人 △ 1.5

年 度 末 給 水 戸 数 5,977 戸 5,994 戸 5,995 戸 1 戸 0.0

年 間 配 水 量 1,594,962 ㎥　 1,573,440 ㎥　 1,563,058 ㎥　 △ 10,382 ㎥ △ 0.7

年 間 有 収 水 量 1,350,324 ㎥　 1,332,636 ㎥　 1,323,321 ㎥　 △ 9,315 ㎥ △ 0.7

有 収 率 84.7 ％ 84.7 ％ 84.7 ％ 0.0 ﾎﾟｲﾝﾄ －

１ 日 平 均 配 水 量 4,358 ㎥　 4,311 ㎥　 4,282 ㎥　 △ 29 ㎥ △ 0.7

１日平均有収水量 3,689 ㎥　 3,651 ㎥　 3,626 ㎥　 △ 25 ㎥ △ 0.7

１ 日 最 大 配 水 量 5,471 ㎥　 5,283 ㎥　 4,971 ㎥　 △ 312 ㎥ △ 5.9

新 設 給 水 工 事 40 件 56 件 31 件 △ 25 件 △ 44.6

比　　　　較
増　　減

　　　　　　年度
項目

平成27年度 平成28年度 平成29年度

（１㎥当たり）

１ 供 給 単 価 289円92銭 289円70銭 290円03銭   　　33銭

２ 給 水 原 価 285円00銭 283円09銭 291円40銭 8円31銭

３ １－２ = 差額 4円92銭 6円61銭 △１円37銭 －

４ 有　収　率 84.7% 84.7% 84.7% 0.0ﾎﾟｲﾝﾄ

　　　　　年度
　項目

平成27年度 平成28年度 平成29年度 前年度との比較
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イ 工事の概要

・老朽管更新工事の実施

平成２５年度から継続実施されている老朽管更新工事について、当

年度において本町地内外の舗装復旧工事延長１，９５６ｍ、渋江地内

外においてＪＲ石巻線横断管路更新外工事を大崎広域水道との合併施

工により実施した。

・その他工事の整備

六軒町裏地内、渋江地内、北田地内、岸ケ森西地内、菅の沢地内の

水管橋及び配水管の布設替工事、舗装復旧工事、福沢地内の電磁流量

計更新工事、菅の沢及び花勝山中継ポンプ交換工事を実施した。

ウ 収支の状況

平成２９年度の事業収益は、営業収益３９０，４７５千円（前年度比

８，２０１千円減、２．１％減）、営業外収益２９，２０５千円（前年度

比４，１３４千円増、１６．５％増）の計４１９，６８０千円（営業収

益の減少により、前年度比４，３１７千円減、１．０％減）であった。

なお、給水収益は、３８３，８０８千円で、水道事業収益の９１．５％

（前年度９１．１％）を占めた。

費用においては、営業費用３７２，３５７千円、営業外費用１３，２

６４千円で計３８５，６２１千円（前年度比２，６９６千円増、０．７％

増）であった。

このうち、受託工事費及び特別損失を除く総括費用は３８５，６２１

千円（前年度比８，３７１千円増、２．２％増）であった。

当年度の純利益は、３４，０５９千円の計上となり、前年度に比べて

７，０１３千円の減であった。

資本的収支においては、収入は２７，２４５千円（うち仮受消費税１

２３千円）、支出については１４２，１３２千円（うち仮払消費税７，７

１９千円）で、収支不足額１１４，８８７千円は、当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額７，５９５千円、過年度分損益勘定留保資

金３０，３０１千円、当年度分損益勘定留保資金７６，９９１千円で補

てんした。

なお、経営収支の状況、経営分析等は、次のとおりである。

供給単価　＝ 383,807,796円 ＝ 290円03銭
1,323,321㎥

給水原価　＝ 385,621,113円 ＝ 291円40銭
1,323,321㎥

給　水　収　益
有　収　水　量

総費用－受託工事費－特別損失

有　収　水　量
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○事業収入に関する事項

○事業費に関する事項

○経営成績の状況

増　　減 増減率（％）

営 業 収 益 398,676,120 390,474,912 △ 8,201,208 △ 2.1

営 業 外 収 益 25,071,384 29,204,899 4,133,515 16.5

特 別 利 益 249,574 0 △ 249,574 皆減

収 益 合 計 423,997,078 419,679,811 △ 4,317,267 △ 1.0

う ち 給 水 収 益 386,070,394 383,807,796 △ 2,262,598 △ 0.6

　　　　　　年度
項目

平成28年度 平成29年度

（単位：円）
比　　　　　較

増　　減 増減率（％）

営 業 費 用 368,898,391 372,356,698 3,458,307 0.9

営 業 外 費 用 13,871,534 13,264,415 △ 607,119 △ 4.4

特 別 損 失 154,576 0 △ 154,576 皆減

費 用 合 計 382,924,501 385,621,113 2,696,612 0.7

う ち 総 括 費 用 377,249,925 385,621,113 8,371,188 2.2

当　年　度　損　益 41,072,577 34,058,698 △ 7,013,879 △ 17.1

比　　　　　較　　　　　　年度
項目

平成28年度 平成29年度

（単位：円）

現年度収入額(397,768千円)

 給水収益(調定額）（414,498千円)

（現年度収入額及び給水収益は税込額）

○収 納 率　＝ ×100＝ 96.0%

同 規 模

団体指標

総収益

総費用

営業収
支比率

×100 107.4

経常収
支比率

×100 109.8

※同規模団体指標の数値は、平成28年度水道事業経営指標による全国の平均値
（給水人口１．５万人以上３万人未満）

　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
項　目

平成27年度 平成28年度 平成29年度

総収支
比　率

×100 109.8 110.7 108.8 108.3

（単位：％）

営業収益＋営業外収益

営業費用＋営業外費用

営業収益－受託工事収益

営業費用－受託工事費

110.7 108.8 107.9

108.1 104.2 95.1
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○支払利息の状況

○企業債の状況

○年度毎企業債償還金の状況

＊平成３０年度以降は見込み

○財務分析

（単位：千円）

総　　費　　用（Ａ） 390,423 382,925 385,621

支　払　利　息（Ｂ） 14,565 13,872 13,264

（Ｂ）÷（Ａ）×１００ 3.7% 3.6% 3.4%

平成28年度 平成29年度
　　　　　　　　年　度
　項　目

平成27年度

（単位：％）

企業債償還元金

給 水 収 益

企 業 債 利 息

給 水 収 益

企業債元金利息

給 水 収 益

3.6 3.5 4.8

×１００ 11.7 12.6 13.5 21.6

×１００ 3.7

平成29年度
同規模

団体指標

×１００ 8.0 9.0 10.0 16.8

　　　　　　　　  年　度
 項　目 平成27年度 平成28年度

（単位：千円）

元　　金 34,703 37,488 39,463 40,722 43,003 44,744

利　　息 13,872 13,264 12,507 11,608 10,701 9,757

計 48,575 50,752 51,970 52,330 53,704 54,501

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度
　　 　年度
項目

平成28年度

同 規 模

団体指標

自 己 資 本 資 本 金 ＋ 剰 余 金 ＋ 繰 延 収 益

構 成 比 率 負 債 資 本 合 計

固 定 資 産 対 固 定 資 産

長期資本比率 資本金＋剰余金＋固定負債＋繰延収益

流 動 資 産

流 動 負 債

85.7

流 動 比 率 ×100 484.7 447.5 362.0 471.8

89.9 89.4 89.7

（単位：％）

　　　　　　　　　　　　　　　年 度
項 目

平成27年度 平成28年度 平成29年度

×100 72.2 72.2 72.2 74.0

×100



6

（意 見）

平成２９年度の事業実績は、前年度対比で、年間総配水量が１０，３８２

㎥、率にして０．７％減、年間有収水量が９，３１５㎥、率で０．７％減と

なった。また、給水人口が２４９人減少したが、給水戸数が１戸増加してい

る。

総収益は、４１９，６８０千円で、前年度より４，３１７千円、率にして

１．０％減少している。総費用は３８５，６２１千円で、前年度より２，６

９６千円、率にして０．７％増加している。有収率は８４．７％で前年度と

同率であり、結果、本年度は給水人口、収益ともに減少し、費用は増加した

が、３４，０５８千円の純利益を生じ、黒字計上となった。

気づいた点を以下に述べる。

① 会計は健全性を保っている。

② 有収率が昨年度同率の８４．７％であり、努力の結果が出なかった事

は残念である。来年度に向かい有収率向上策を検討される事を望む。

③ 建設改良事業において更新事業が多く見られることは、施設や設備の

老朽化が進んでいる事と思われるので、更新計画の確実な実施とともに

突発事故対応にも配慮を望むものである。当事業は町民生活に取って必

要欠くべからざる事業であるので、会計の健全性とともに確実なる事業

実施を望む。
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（２）国民健康保険病院事業会計

○総括事項

本年度当初において、業務予定量を入院患者１日平均１０５人（前年

度同数）、外来患者１日平均２２５人（前年度比４５人減）とし、入院３

６５日、外来２４４日、救急外来３６５日の診療を予定した。

診療体制においては内科・外科・泌尿器科・整形外科・眼科外来につ

いては週５日診療し、皮膚科・東洋医学外来については週２日、神経内

科・物忘れ外来、心の外来については週１日、婦人科については月１日

の診療を実施し、訪問診察についても２４４日、４８３件の診察を行っ

た。

また、休日当番については、一次の診療を６回、二次の病院群輪番制

の内科・外科を合わせ６回担当し、地域医療の確保に努めた。

ア 患者数の動向

○年間患者数・病床稼働率

上表のとおり、入院患者数は、年間延べ３５，０４１人（前年度比延

べ５７３人減、１．６％減）で、１日平均９６．０人となり業務予定量

を９．０人下回る実績となった。

一方、外来患者数においても、年間延べ５２，８３７人（前年度比延

べ７５３人減、１．４％減）で、１日平均２１６．５人となり、業務予

定量を８．５人下回る実績となった。

また、救急外来で取り扱った患者数は延べ１，５３６人（前年度比延

べ７５人減、４．７％減）となった。

なお、町内の患者の占める割合は、入院において２４，３４６人、６

９．５％（前年度比４，１４２人増、２０．５％増）、外来では３９，５

　　

35,041 24,346 69.5

35,614 20,204 56.7

増　   減 △ 573 4,142

増減率(%) △ 1.6 20.5

52,837 39,551 74.9

53,590 40,137 74.9

増　   減 △ 753 △ 586

増減率(%) △ 1.4 △ 1.5

87,878 63,897 72.7

89,204 60,341 67.6

増　   減 △ 1,326 3,556

増減率(%) △ 1.5 5.9

合計

比　較

平成２９年度

平成２８年度

　　　　　　　　　　年度
項目

年間患者数 町内患者数

入院

比　較

外来

比　較

（単位：人）

平成２９年度

平成２８年度

平成２９年度

平成２８年度

町内患者の
割合   (%)



8

５１人、７４．９％（前年度比５８６人減、１．５％減）であった。

病床稼働率は、年平均７９．３％で、前年度比１．３ポイント減とな

っている。

イ 収益的収入及び支出

入院収益は８６２，５３９千円（前年度比３，０５６千円増、０．４％

増）、外来収益は７４６，２２９千円（前年度比３２，６０４千円増、４．

６％増）、医業収益計は 1，７９２，７４４千円（前年度比９６８千円増、

０．１％増）となった。

医業外収益については、２５６，０６９千円（前年度比４４,３９９千

円増、２１．０％増）で、そのうち、補助金、負担金及び交付金が２２

０，５２７千円を占めている。この結果、病院事業収益は２，０４８，

８１３千円となり、前年度と比較して４５，３６７千円（２．３％）の

増となった。

病院事業費用においては、医業費用２，０９１，４７３千円（前年度

比３８，８２４千円増、１．９％増）、医業外費用は７７，５１９千円（前

年度比２，２２９千円減、２．８％減）、病院事業費用で２，１７０，０

７６千円、前年度と比較して３７，６７９千円（１．８％）の増加とな

った。

これにより１２１，２６３千円（前年度１２８，９５１千円の純損失）

の当年度純損失を計上したため、前年度繰越欠損金１，０２８，１４２

千円と合わせて、当年度未処理欠損金１，１４９，４０５千円を翌年度

に繰り越した。

○事業収益・費用に関する事項

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

2,025,588 2,003,446 2,048,813 98.9 102.3 101.1
1,759,401 1,791,776 1,792,744 101.8 100.1 101.9

266,187 211,670 256,069 79.5 121.0 96.2
0 0 0 － － －

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

2,108,231 2,132,397 2,170,076 101.1 101.8 102.9
2,035,405 2,052,649 2,091,473 100.8 101.9 102.8

72,826 79,748 77,519 109.5 97.2 106.4
0 0 1,084 － 0.0 0.0
0 0 0 － － －

1,142,470 1,198,997 1,226,174 104.9 102.3 107.3

△ 82,644 △ 128,951 △ 121,263

病院事業収益

病院事業費用

当 年 度 損 益

医 業 費 用
医 業 外 費 用
特 別 損 失
予 備 費
うち給与費（再掲）

医 業 外 収 益
特 別 利 益

　　　　年度　 比　　　　　　　較
項目　　　　　　　　　　

平成27年度
Ａ

平成28年度
Ｂ

平成29年度
Ｃ

（単位:千円）
　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

医 業 収 益

平成27年度
Ａ

平成28年度
Ｂ

平成29年度
Ｃ
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ウ 資本的収入及び支出

資本的収入においては、企業債１２，６００千円、出資金８０，０４

５千円、他会計補助金３９，８８３千円、他会計負担金１０５，３４５

千円の計２３７，８７３千円となった。

資本的支出については、資産購入費５３，８５０千円、企業債償還金

１８５，３８９千円の計２３９，２３９千円となった。

当年度の資産購入の主なものは、放射線医療画像管理システム（ＰＡ

ＣＳ）２１，０６０千円、内視鏡システム一式１０，６４３千円などで

計５３，８５０千円の購入となった。

なお、本年度末の企業債未償還金残高は９７６，２７９千円となって

いる。

エ 従事職員体制

診療体制については、前記総括事項で述べた診療科目に常勤医師９人

(前年度比１人増)であった。看護部門においては、看護師６７人（前年

度比看護師２人減、保健師１人増、准看護師同数）、介護福祉士３人（前

年度同数）であった。

技術部門においては薬剤師５人、放射線技師３人、検査技師３人、理学

療法士５人、作業療法士３人、言語聴覚士１人、管理栄養士２人の計２

２人（前年度比１人増）で、事務部門においては８人（前年度比１人減）

で、総数１０９人（前年度同数）で診療等を行った。

国保病院事業における経営分析結果の比率と年度間推移は、次表のと

おりである。

○従事職員の推移

(単位：人）

　　　　 年度
職種

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
比較増減
H29-H28

医 師 9 9 8 9 1

看 護 部 門 57 66 71 70 △ 1

技 術 部 門 18 19 21 22 1

事 務 部 門 10 10 9 8 △ 1

合 計 94 104 109 109 0

各年度末
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○経営分析

○経費の前年度対比

経常収支比率 （％） 92.3 96.1 94.0 94.4

医業収支比率 （％） 86.6 86.4 87.3 85.7

流動比率 （％） 118.8 111.0 104.8 100.6

医師１人１日当たりの診療収入 （円）524,871 481,254 486,729 470,951

看護師１人１日当たりの診療収入 （円）77,188 65,836 68,578 71,666

入院患者１人１日当たりの診療収入 （円）24,172 23,935 24,133 24,615

外来患者１人１日当たりの診療収入 （円）12,337 12,967 13,316 14,123

医師１人１日当たりの患者数 （人） 32.0 28.5 27.6 25.7

看護師１人１日当たりの患者数 （人） 4.7 3.9 3.9 3.9

病床稼働率 （％） 73.0 73.4 80.6 79.3

外来対入院患者比率 （％） 190.4 181.8 150.5 150.5

職員給与費対医業収益比率 （％） 51.3 54.9 56.4 58.2

薬品費対医業収益比率 （％） 24.8 24.9 22.4 23.0

高い程よい

小さい程よい

平成28年度 平成29年度 備　考

高い程よい

数値は関連さ
せて検討する
必要あり

    　　　　                 年度
項目

平成26年度 平成27年度

（単位:円）

240,902,213 251,806,978 10,904,765 4.5

厚 生 福 利 費 2,073,048 2,036,152 △ 36,896 △ 1.8

旅 費 交 通 費 4,513,959 3,911,435 △ 602,524 △ 13.3

職 員 被 服 費 759,605 888,805 129,200 17.0

消 耗 品 費 12,689,145 11,977,759 △ 711,386 △ 5.6

消 耗 備 品 費 351,071 275,294 △ 75,777 △ 21.6

光 熱 水 費 31,892,410 34,030,463 2,138,053 6.7

燃 料 費 9,313,961 12,246,255 2,932,294 31.5

食 糧 費 369,709 238,034 △ 131,675 △ 35.6

印 刷 製 本 費 609,800 894,400 284,600 46.7

修 繕 費 8,993,535 11,482,728 2,489,193 27.7

保 険 料 2,805,953 2,702,056 △ 103,897 △ 3.7

賃 借 料 22,186,722 20,723,188 △ 1,463,534 △ 6.6

通 信 運 搬 費 2,010,913 1,960,265 △ 50,648 △ 2.5

委 託 料 135,103,552 140,902,154 5,798,602 4.3

諸 会 費 3,361,670 3,228,319 △ 133,351 △ 4.0

交 際 費 406,217 340,354 △ 65,863 △ 16.2

雑 費 3,460,943 3,969,317 508,374 14.7

平成29年度 比較増減
増減率
（％）

内訳

経　　　　　　　費

　　　　　　　年度
項目

平成28年度
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○補助金、負担金の状況

オ 補助金、負担金

補助金においては、３条予算に係る医業外収益として、１４，３１３

千円の交付を受け、病院事業収益全体に占める割合は、０．７％であっ

た。

３条予算に係る負担金については、地方公営企業法第１７条の２（経

費の負担の原則）に基づいて、基準内繰入金として２９４，４９４千円

を繰り入れ、うち、医業収益として８８，２８０千円、医業外収益とし

て２０６，２１４千円を受けている。病院事業収益全体に占める割合は

１４．４％であった。

４条予算に係る補助金としては、経営合理化のために要した費用、３９，

８８３千円の交付を受けた。

なお、３条予算に係る補助金・負担金の状況は、上表のとおりである。

（単位:千円）

医業
収益

122,904 △ 34,624 △ 28.2

14,224 14,313 89 0.6

一般会計補助金 0 0 0 －

病院群輪番制補助金 1,908

休日診療運営費補助金 613

受入困難補助金 233

国保特別調整交付金

（直診保健事業）
6,000

へき地医療 0

国保特別調整交付金
（医師・看護師確保対策）

1,000

国保特別調整交付金

（救急患者受入体制支援事業）
3,438

介護予防事業委託金 1,047

町村会研修事業負担金 74

156,334 206,214 49,880 31.9

一般会計負担金 156,334 206,214 49,880 31.9

老健施設会計負担金 0 0 0 －

訪問看護会計負担金 0 0 0 －

293,462 308,807 15,345 5.2

2,700 37,183 1,377.1

2,700 0 直営診療施設整備事業(医療機器） △ 2,700 皆減

0 39,883 直営診療施設特別事業(医療機器） 39,883 皆増

5,822 0 みやぎ環境交付金 △ 5,822 皆減

100,145 5,200 5.2

108,667 36,561 33.6

402,129 454,035 51,906 12.9合　　　計

　　　　　　　　　年度
項目

平成28年度 平成29年度

他会計補助金

医
業
外
収
益

その他の補助金 14,224 14,313

他会計負担金 105,345

小　　　計 145,228

補助金

負担金交付金

小　　　計

○資本的収入

39,883 国保特別調整交付金

89 0.6

○収益的収入

一般会計負担金 88,280 救急医療及び保健衛生行政

比較増減 増減率（％）
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カ 棚卸し状況

貯蔵品については、平成２５年度に更新したＳＰＤ（医薬品・診療材

料等在庫管理システム）により、不動在庫を早期に把握し、医薬品、診

療材料等の適正な在庫管理を行い、購入額減少により経費削減が図られ

た。

キ 備品（医療機器等）の管理状況

各種医療用機器は、適切な保守点検によって管理運用がされ、車両と

ともに減価償却において定額法に従って整理の上、処理されている。

なお、本年度の新規備品としては、前述ウで記載のとおり新たに５３，

８５０千円相当が固定資産として購入された。

（意 見）

平成２９年度の業務量は、年間延べ入院患者数が３５，０４１人（１日平

均９６．０人となり予定量より９．０人減）であり、対前年度比５７３人の

減、１．６％の減少である。また、年間外来延べ患者数は５２，８３７人（１

日平均２１６．５人となり予定量より８．５人の減）であり、対前年度比７

５３人、１．４％の減少である。入院収益は８６２，５３９千円で、対前年

度比３，０５６千円、０．４％の増加、外来収益は７４６，２２９千円で、

対前年度比３２，６０４千円、４．６％の増加であり、医業収益合計で９６

８千円、０．１％の増加となり、その結果収益的収入は、対前年度比４５，

３６７千円、２．３％の増加で、収益的支出は、対前年度比３７，６７９千

円、１．８％の増加となり、収支において当年度純損失１２１，２６３千円

の赤字計上となった。

気づいた点を以下に述べる。

① 今年度においても収支が改革プランの数値に届かなかった事は誠に残

念である。今後は、目標達成に向け更なる努力を望むとともに改革プラ

ンの数値の修正を含む、より実態に即した目標設定を検討されたい。

② 外来患者数の目標と実績においては、各科とも年間目標値に達せず誠

に残念である。今後は、入院・外来ともに目標達成に向かって院内挙げ

（単位：円）

項　　　　　　目 金　　　　額

平成 ２ ９ 年４ 月 １ 日期 首 在 庫 額 10,955,709 

年 度 内 購 入 額 465,159,503 

年 度 内 費 用 額 465,088,509 

年 度 内 資 産 減 耗 額 797,904 

平成３０年３月３１日期末在庫額 10,228,799 
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ての重要検討課題とされることを望む。

特に整形外科外来患者数においては、減少傾向が続いている。平成２

４年度の患者数に比較すると、平成２９年度患者数は５３．９％であり、

また、当年度対目標達成率は５８．５％である。また、眼科外来患者数

も対前年度では微増しているが、週二日診療時よりも少なく、当年度対

目標達成率３９．２％と二科ともに誠に遺憾である。

医療スタッフは、概ね充足しているが、医師、薬剤師など不足が報告

されている。また、医師の高齢化が伺われるので、今後は、これらを検

討の上、適正数の人員確保に更なる努力を望む。

③ 救急車、救急患者受け入れについて、ともに年間受入数を平成２４年

度と比較すると、救急車で６２．２％、患者数で４９．９％まで減少し

ている。この事は、病院経営上大きな影響を与えていると思われるので

改善に向けて、深い検討を望む。

④ 一般会計からの基準外の繰り入れ等にかかる協議内容について、事務

レベル、政治レベルともに記録すべきである。昨年度も同様の指摘をし

たが、その改善が見えなかったので、実現の為の検討を強く望む。

⑤ 備品購入においては、新規購入はなく、すべて更新である。この事は、

施設及び設備の老朽化が進んでいる証左であると思われるので、今後と

も堅実な更新計画を以て、経営に影響のないよう事業実施されたい。
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（３）老人保健施設事業会計

○総括事項

本年度の業務予定量を１日平均入所者７９人（前年度同数）、通所者に

ついては、介護給付３０人（前年度同数）及び新予防給付１２人（前年

度同数）の計４２人（前年度同数）、入所３６５日、通所３１０日として

事業運営を予定とした。

ア 利用者の動向

入所利用者数は、年間延べ２８，７０５人（前年度比２９人増、０．

１％増）、１日平均７８．６人（前年度同数）で、業務予定量を０．４人

下回る実績となった。

通所利用者は、年間延べ１１，０８６人（前年度比１７０人増、１．

６％増）、１日平均３５．８人（前年度比０．８人増）で、業務の予定量

を６．２人下回る実績となった。

なお、町内の入所者は、２２，８５４人で全体の７９．６％を占め、

通所者は９，１５４人、８２．６％であった。

入所者定員利用率は９８．３％で、前年度より０．１ポイントの増と

なった。これら年間利用者の数値は、次表のとおりである。

○年間利用者数

イ 収益的収入及び支出

老健事業収益については、入所収益３５８，６８７千円、通所収益１１

６，００１千円、その他事業収益及び事業外収益等１８，４２０千円、計

４９３，１０８千円（前年度比６,８５２千円増、１．４％増）で、老健事

　　

28,705 22,854 79.6

28,676 22,152 77.2

増　減 29 702

増加率(%) 0.1 3.2

11,086 9,154 82.6

10,916 8,633 79.1

増　減 170 521

増加率(%) 1.6 6.0

39,791 32,008 80.4

39,592 30,785 77.8

増　減 199 1,223

増加率(%) 0.5 4.0

合計

比　較

平成２９年度

平成２８年度

　　　　　　　　　　項目
年度

年間利用者数 町内利用者数

入所

比　較

通所

比　較

（単位：人）

平成２９年度

平成２８年度

平成２９年度

平成２８年度

町内利用者の
占める割合(%)
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業費用においては、事業費用５０４，９３３千円、事業外費用１０，０２

２千円、計５１４，９５５千円（前年度比１５，５５２千円増、３．１％

増）となり、収支で２１，８４７千円の純損失（前年度１３，１４７千円

の純損失）の計上となった。

この結果、前年度繰越欠損金１３８，０５９千円と合わせて、当年度未

処理欠損金１５９，９０６千円を翌年度に繰り越した。

○事業収益・費用に関する事項

ウ 資本的収入及び支出

資本的支出においては、建設改良費４，２１２千円、資産購入費２，

５９５千円及び企業債償還金２６，３７４千円の計３３，１８１千円とな

り、不足額３３，１８１千円については、過年度分損益勘定留保資金で補

てんした。

エ 従事職員体制

職員体制については、専任として看護師１０人、准看護師３人、理学

療法士１人、作業療法士３人、管理栄養士１人、介護福祉士１１人、事

務職２人の計３１人で、その他嘱託及び臨時職員を含め６６人で業務に

当たった。

これらに伴う事業の経営分析結果の前年度比較状況は、次表のとおり

である。

B/A C/B C/A

千円 千円 千円 ％ ％ ％

490,978 486,256 493,108 99.0 101.4 100.4

476,250 471,568 477,192 99.0 101.2 100.2

14,728 14,688 15,916 99.7 108.4 108.1

0 0 0 － － －

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

487,967 499,403 514,955 102.3 103.1 105.5

475,838 488,308 504,933 102.6 103.4 106.1

12,129 11,095 10,022 91.5 90.3 82.6

0 0 0 － － －

319,031 331,880 346,158 104.0 104.3 108.5

3,011 △ 13,147 △ 21,847

老健事業費用

事 業 費 用

事 業 外 費 用

特 別 損 失

うち給与費（再掲）

当 年 度 損 益

事 業 外 収 益

特 別 利 益

　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

平成27年度
Ａ

平成28年度
Ｂ

平成29年度
Ｃ

（単位：千円）

　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

事 業 収 益

平成27年度
Ａ

平成28年度
Ｂ

平成29年度
Ｃ

老健事業収益
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○経営分析

○経費の前年度対比

経費総額は９２，３１８千円（前年度８９，６７５千円）で、燃料費

修繕費の増額があり、前年度比２，６４３千円、２．９％増となった。

総事業費に占める割合は、１７．９％（前年度１８．０％）で、０．１

ポイントの減となった。

なお、経費内訳の前年度対比は、上表のとおりである。

経常収支比率 （％） 102.2 100.6 97.4 95.8

事業収支比率 （％） 102.4 100.1 96.6 94.5

流動比率 （％） 332.8 285.9 242.6 163.2

入所１人当たり平均単価 （円）12,585 12,465 12,433 12,496

通所１人当たり平均単価 （円）10,233 10,146 10,296 10,464

看護師・介護員１人１日当たり入所介護収入 （円）41,331 41,004 36,972 34,987

看護師・介護員１人１日当たり通所介護収入 （円）35,596 34,385 34,895 31,816

看護師・介護員１人１日当たり入所者数 （人） 3.3 3.3 3.0 2.8

看護師・介護員１人１日当たり通所者数 （人） 3.5 3.4 3.4 3.0

ベット利用率 （％） 98.5 98.7 98.2 98.3 高い程よい

職員給与費対事業収益比率 （％） 53.7 58.1 61.1 61.0

介護用品（医薬品・医療用消耗品・お
むつ代）対事業収益比率

（％） 2.7 2.6 2.7 2.5

    　　　　　　　                  年度
項目

平成26年度 平成27年度

小さい程よ
い

平成28年度 平成29年度 備　考

高い程よい

数値は関連
させて検討
する必要あ
り

（単位:円）

89,675,274 92,318,325 2,643,051 2.9

厚 生 福 利 費 645,715 732,431 86,716 13.4

報 償 費 30,000 30,000 0 0.0

職 員 被 服 費 582,498 348,589 △ 233,909 △ 40.2

消 耗 品 費 3,638,940 3,733,348 94,408 2.6

消 耗 備 品 費 108,942 248,355 139,413 128.0

光 熱 水 費 11,744,837 11,875,247 130,410 1.1

燃 料 費 8,790,070 11,130,410 2,340,340 26.6

食 料 費 0 6,778 6,778 皆増

印 刷 製 本 費 54,000 58,104 4,104 7.6

修 繕 費 2,735,794 3,299,507 563,713 20.6

保 険 料 797,919 774,764 △ 23,155 △ 2.9

賃 借 料 11,219,444 11,912,269 692,825 6.2

通 信 運 搬 費 575,611 614,159 38,548 6.7

委 託 料 46,142,638 45,202,134 △ 940,504 △ 2.0

諸 会 費 246,000 246,000 0 0.0

雑 費 2,362,866 2,106,230 △ 256,636 △ 10.9

比較増減 増減率（％）

内訳

経　　　　　　　費

　　　　　　　 年度
項目

平成28年度 平成29年度
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（意 見）

平成２９年度の業務量は、入所２８，７０５人（前年度比２９人、０．１％

増）、通所１１，０８６人（前年度比１７０人、１．６％増）で、合計３９，７

９１人（前年度比１９９人、０．５％増）となった。

収益的収支においては、事業収益４９３，１０８千円、事業費用５１４，９

５５千円となり、当年度純損失２１，８４７千円であった。

気づいた点を以下に述べる。

① 当年度損益２１，８４７千円の赤字は、二年連続の赤字であり、更に本

年度は、減価償却前でも２，４２８千円の赤字であり誠に残念である。利

用者数や収益とも増加しているがそれ以上に費用の増加が上回った。要因

としては、インフルエンザ施設内感染による在宅復帰率の加算が取れなか

った事、人事異動、ベースアップ等による給与費の増加やＡ重油の高騰等

が考えられるので、今後とも経費削減等に努め、経営健全化に向けた努力

を望む。

② 当施設の事業内容は充実されていると思料され、利用者やその家族とと

もに町民にも好評価を得ているので、今後とも事業の充実に努力されたい。

③ 備品購入５件のうち、新規購入２件、更新３件であり、この事から、や

はり施設や設備の老朽化が進んでいると思われるので、今後とも経営に影

響を及ばさない様な堅実な更新計画を以て、事業にあたられたい。
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（４）訪問看護ステーション事業会計

○総括事項

業務予定量は、１日平均利用者数を平日３３人（前年度同数）土曜３人（前

年度比３人増）とし、訪問看護２９３日（平日２４４日、土曜４９日）を予

定した。

また、２４時間緊急連絡体制を継続して実施し、利用者ニーズに応えた。

ア 利用者の動向

訪問看護は、年間延べ３，３４９人（平日３，２６２人、土曜８７人、

前年度比１９人増、０．６％増）１日平均１１．４人（平日１３．４人、

土曜１．８人、前年度比１．１人減、８．８％減）で、訪問リハビリに

ついては、年間延べ３，４７７人（前年度比１５０人減、４．１％減）、

１日平均１４．３人（前年度比０．６人減、４．０％減）で、合計延べ

６，８２６人となり、１日平均業務予定量は、平日５．３人、土曜１．

２人下回った。

○訪問看護ステーション保険別利用内容状況

イ 収益的収入及び支出

収益的収入においては、事業収益及び事業外収益で５７，９７３千円（前

年度５８，１７４千円）、収益的支出については事業費用５９，１１３千

円（前年度５５，３２５千円）で、当年度純損失１，１４０千円（前年度

純利益２，８４９千円）の計上となった。

また、総事業費用５９，１１３千円のうち、主たる費用は給与費５４，

３４８千円（前年度５０，０９５千円）で費用全体の９２．０％（前年度

９０．５％）を占めている。

その結果、前年度繰越利益剰余金３９，８４５千円と合わせて未処分利

益剰余金は、３８，７０５千円となり翌年度へ繰り越した。

平成28年度 平成29年度 増　　減 増減率(%)

訪　問　看　護 2,337 2,207 △ 130 △ 5.6

リ　ハ　ビ　リ 2,699 2,444 △ 255 △ 9.4

訪　問　看　護 993 1,142 149 15.0

リ　ハ　ビ　リ 928 1,033 105 11.3

3,330 3,349 19 0.6

3,627 3,477 △ 150 △ 4.1

6,957 6,826 △ 131 △ 1.9

（単位：人）

訪 問 延 人 数 対前年度比較

訪　　問　　看　　護　計

リ　　ハ　　ビ　　リ　計

合　　　　計

保　　険　　別

介護保険

医療保険
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○事業収益・費用に関する事項

ウ 従事職員体制

従事職員は、看護師４人、理学療法士２人、作業療法士１人の７人、

その他臨時看護職員 1人、嘱託事務職員１人で業務に従事した。

これに伴う事業の経営分析結果の前年度比較状況は、次表のとおりで

ある。

○経営分析

（意 見）

平成２９年度の業務量は、訪問看護、訪問リハビリ合わせて６，８２６人で、

１日平均は業務予定量より、平日５．３人、土曜１．２人下回った。

収益的収支においては、事業収益５７，９７３千円、事業費用５９，１１３

千円で、当年度純損失１，１４０千円となった。

気づいた点を以下に述べる。

① 本年度決算での赤字計上は平成２３年度以来であるが、要因としては人

員配置にあると思われるので、来年度には平準化され、好転するものと思

われる。

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

56,083 58,174 57,973 103.7 99.7 103.4

55,948 57,802 57,880 103.3 100.1 103.5

135 372 93 275.6 25.0 68.9

0 0 0 － － －

B/A C/B C/A
千円 千円 千円 ％ ％ ％

54,455 55,325 59,113 101.6 106.8 108.6

54,455 55,325 59,113 101.6 106.8 108.6

0 0 0 － － －

0 0 0 － － －

50,033 50,095 54,348 100.1 108.5 108.6

1,628 2,849 △ 1,140

　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

事 業 収 益

平成27年度
Ａ

平成28年度
Ｂ

平成29年度
Ｃ

訪問看護事業収益

事 業 外 収 益

特 別 利 益

　　　　年度　 比　　　　　　　較

項目　　　　　　　　　　

平成27年度
Ａ

平成28年度
Ｂ

平成29年度
Ｃ

訪問看護事業費用

事 業 費 用

事 業 外 費 用

特 別 損 失

うち給与費（再掲）

当 年 度 損 益

経常収支比率 （％） 106.9 103.0 105.2 98.1 

事業収支比率 （％） 106.7 102.7 104.5 97.9 

流動比率 （％） 3,422.5 3,184.1 3,282.0 2,881.9 

職員１人１日当たり事業収入 （円） 35,334 32,756 33,981 32,943 

利用者１人１日当たり事業収入 （円） 8,729 8,204 8,308 8,479 

看護職員１人１日当たり利用者数 （人） 3.4 3.3 3.4 3.3 

リハ職員１人１日当たり利用者数 （人） 5.0 5.0 5.0 4.8 

    　　　　　　　           年度
項目

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 備　考

高い程よい
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② 事業については利用者や家族、町民から好評価を得ているので、今後と

も事業の充実とＰＲの手法を工夫されたい。


